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大学院生活を振り返って、授業での学び、ゼミでの学び、合同ゼミでの学びについて、体

験を書かせていただきます。 
 まず、授業での学びについてです。私は元々、医療福祉の現場で音楽療法士という専門職
に従事しており、臨床の事例研究は行ったことがありました。ですが、それ以外の研究は知
識として知っているだけで実際に行った経験がなく、研究法や統計学などを改めて学び直
したいと考えていました。放送大学大学院では、様々な授業を自分のペースで受講できます。
研究をすすめつつ、自分にとって足りないと思う分野の授業をいろいろと履修することが
できました。座学と研究を行ったり来たりしながら様々な研究手法や専門知識を身につけ
ていけたのでとても助かりました。 
次に、ゼミでの学びについてです。私が参加していたゼミは、オンラインで月に１回開催

されていました。自分の研究について、途中経過を資料にまとめて発表するのですが、この
ような作業を通して、研究に必要となる様々な力を培うことができたと思います。 
ゼミというものに参加するのは初めてで、最初はどのように発表したらよいのかわかり

ませんでした。ですが、せっかく自分が勉強したくて受験して合格できたので、「この２年
間は恥を捨て、とにかく積極的に発表や質問をするようにしよう」という目標をもっていま
した。最初はとても緊張しましたが、だんだんと発表や質問で落ち着いて自分の考えを伝え
られるようになり、ディスカッションできるようになっていきました。発表では、指導教員
に毎回様々な視点からの丁寧なご指導を頂けたので、次に何を学び、どのように研究をすす
めていけばよいのか明確になっていくのを感じました。他のゼミ生の皆さんも、私の質問へ
真剣に答えて下さり、様々な分野の知識を深めることができました。 
 最後に、合同ゼミでの学びについてです。私が所属していた人間発達科学プログラムでは、
夏に研究の中間発表をする合同ゼミがあり、冬に修士論文口頭試問会がありました。つまり、
年に２回は他のゼミ生の方々と発表を聴き合ってディスカッションしたり、他ゼミの教授
から助言を頂けたりする機会があったのです。他ゼミであっても自分と似たテーマで研究
されている方や、医療福祉分野で他職種の方もおられました。そういった方々と意見交換で
きるのは大変面白く、励みにもなりました。他ゼミなどの先生方の助言も、視野を広げて下
さいました。 
 今こうして振り返ってみると、沢山ディスカッションして、沢山自問自答して、沢山文章
を書いた２年間だったように思います。このように、のびのびと学び、ときに思い切り悩み
ながら、達成感や充実感を伴って成長させていただけたことは、自分にとってかけがえのな
い経験となりました。全国各地で頑張る院生の皆さんと切磋琢磨しながら大学院生活を送



れたことに感謝しています。 



修士 全科 生 とし ての 体験  
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 私 は農 業 関係 の調 査お よ び教 育（ 大学 校 運 営 ）を 主 た る 事業 と

して いる 公 益財 団法 人に 勤 務し てい ます 。自 分 の 業 務内 容 が土 壌

や作 物を 対 象と した もの か ら、人を 対象 と した も の へシ フ トし た

こと がき っ かけ とな り、放送 大 学で 心理 学 を学 ぶ こ とに し まし た。

最初 は認 定 心理 士の 取得 の みを 目標 とし て いた ので すが 、学 び を

深め るう ち に、学部 の心 理 と教 育コ ース を 卒 業 し 、大学 院 の人 間

発達 科学 プ ログ ラム へ進 む こと にな りま し た。大学 院入 学 時の 年

齢は 50 代 半ば で した 。  

 大 学院 で は学 部の よう な 授業 もあ りま し た が 、指 導 教 員が 主 宰

する ゼミ へ の参 加が 学び の 上で 重要 な位 置 を占 めて いま し た。ゼ

ミに は指 導 教員 だけ でな く、テ ィー チン グ アシ ス タ ン ト（ TA）と

いう 人が 居 て、ゼミ の運 営 上の 様々 なサ ポ ート をし てく れ ま し た。

学生 側の メ ンバ ーは 、卒業 研 究 履修 生（学 部 生 ）お よ び修 士 全科

生で した が、そ の 他に ゼミ の OB お よび OG の 参加 も あり まし た 。

ゼ ミ で は 学 生 側 の メ ン バ ー が 一 人 ず つ 自 分 の 研 究 の 進 捗 状 況 を

30 分 前 後 で 発 表 し 、 そ れ に 対 し て ゼ ミ の メ ン バ ー で 議 論 し ま し

た。ゼ ミは ZOOM を用 いた オ ン ライ ンで 月に 2 回（ 2 日）程 度 行

われ 、その 中で 私は 概ね 月 1 回 の発 表を し てい まし た 。な お 、ゼ

ミの 運営 方 法は 主宰 する 指 導教 員の 方針 に よっ て変 わる の で、他

のゼ ミで は 若干 異な るか も しれ ませ ん。  

 さ て、私の 研 究テ ーマ は 有機 農業 の熟 達 プ ロ セ ス に 関 す るも の



で し た 。 大 学 院 で の 授 業 と 自 主 的 な 学 習 （ 参 考 文 献 の 閲 読 な ど ）

で知 識を 得 なが ら、研究 の計 画 およ びデ ー タの とり まと め など を

行い 、それ を ゼミ で発 表し て 、参加 者で 議論 し てい ただ きま し た。

ここ で強 調 して おき たい の は、ゼミ は答 え を教 え て もら う 場で は

ない とい う こと です 。答 えは ゼ ミで の議 論 を通 し て あく ま で自 分

で導 き出 す こと が原 則で す 。そ のた めに は 、ゼ ミ 以 外で も 自分 の

研究 テー マ に合 う学 会に 入 会し て学 会発 表 を 行 い、広く 参加 者 か

ら意 見を も らう こと も有 効 です 。実 際、私は 2 年間 の修 士 課程 の

中で 学会 で の発 表を 2 回行 いま した 。こ の よう な経 験を 通 して 、

研究 の計 画 およ びデ ータ の とり まと めは 、大 き く変 化し て より 良

いも のに な って いき まし た。こ れは 一人 で 考え て 研 究し て いる 場

合と は大 違 いで す。多く の人 の 頭を 借り て 自分 の研 究を 練 り上 げ

てい くこ と は非 常に 重要 で ある と 実 感し ま し た 。  

 こ の 3 月 に私 は修 士課 程 を修 了し 、学 位 もい ただ きま し たが 、

研究 はこ れ で終 わり では あ りま せん 。研 究 は 最 終的 に 学 術 誌に 掲

載 さ れ る こ と で 、 ひ と つ の 区 切 り に な る と 考 え て い ま す 。 現 在 、

修士 論文 を 改訂 し、学 術誌（ 入 会し た学 会 の発 行す る学 会 誌 ）に

投稿 する 準 備を して いま す 。投 稿論 文は ほ ぼ 完 成 し 、こ れ から 投

稿し ます が、今 後複 数の 査 読者 によ る厳 し い審 査が 待っ て いま す。

何と かこ の 審査 を通 過し て、学 術誌 への 掲 載を 果 た した い と思 っ

てい ます 。  

 最 後に 今 後修 士課 程へ 入 学さ れる 方へ の メ ッ セー ジで す が、と

にか く自 主 的に 果敢 に研 究 に挑 戦し てい っ て く ださ い。たと え 最

初は 要領 が 分か らく ても 、取 り 組ん でい く うち に道 筋 は 見 え て く

るは ずで す 。  



人間発達科学プログラム 

樺島 敬子 

 

私は「米国の大学におけるアカデミック・アドバイジングの実践―スチューデント・サクセ

スとの関わりに着目して―」をテーマに研究を行いました。大学院の体験談として、リサー

チクエスチョンの難しさと、海外での大学院生活の２点をお伝えしたいと思います。 

 

1. リサーチクエスチョンの難しさ 

修士号や博士号を取得した先輩に大学院を志す上でのアドバイスをもらう際に度々言われ

ていたことは、「リサーチクエスチョンが決まれば、もう論文が書けたようなものだから」

というものです。確かに、修士は学部と違い、まず自分が興味のある分野の中から深く研究

したいものがあり、その上で、より具体的な研究課題の設定が必要であることは理解してい

ました。先輩の言葉を受けて、出来るだけ多くの文献を読んで自分なりの研究計画を立てて

出願しましたが、その時点でもう論文が出来上がったような気でいた自分は大間違いでし

た。入学してから、テーマ自体は変更しなくとも、リサーチクエスチョンや研究計画はゼミ

で指摘されて何度も何度も修正し、文献を読めば読むほど自分の立てた問いへの自信がなく

なり、何が研究したいのかがわからなくなりました。結局、納得のいくリサーチクエスチョ

ンの設定ができたのは２年次の７月でした。しかし、ここまでずっと足踏みしていたもの

が、一本の大きな軸ができてからは先行研究、インタビュー調査、結果、考察までの流れを

イメージすることができるようになったのです。この時初めて、先輩の言葉が腑に落ちまし

た。 

大学院生活は孤独なものかと思っていましたが、私はゼミの先生やゼミ仲間、上司や同僚

など沢山の人たちの知恵を借りて、日々相談しながら進めることができました。研究を通し

て得られる様々な人との出会いや、ああでもない、こうでもないと回り道をしながら自分の

納得するまで突き詰めていくことが、大学院の醍醐味なのだと思います。 

 

2. 海外での大学院生活 

大学の国際担当職員として働く中で、海外、特に米国の大学職員の方々と接する機会が多

くありました。日本の大学では、職員は教員のサポート役として働く印象がありますが、米

国では多くの職員が修士や博士号を取得し、専門職として様々な交渉ごとや研究発表なども

担います。日本の大学でも専門職導入の議論がありますが、５年ほどで様々な部署を経験す

るジョブローテーション制を採用する大学がほとんどであることが現状です。海外の大学職



員と対等に働けるように知識をつけたいと思ったのが、大学院進学を志した動機の一つで

す。 

 また、私が大学院を決める上で重要だったのは通信制であることでした。外国出張などで

休日出勤することもあり、通学は困難であると思ったからです。偶然でしたが、大学院の合

格と同時に関連機関への出向が決まり、大学院２年目の１年間は米国で研修を受けることに

なりました。そのため、自分がやりたかった米国大学に関する調査を、現地に滞在しながら

行うことができました。私の所属していたゼミはオンラインで実施され、時差も考慮してい

ただいていたので、ほぼ休むことなく出席し、遠隔で指導を受けることができました。慣れ

ない海外生活、そして仕事をしながらの英語でのインタビュー調査や論文の執筆はとても大

変でしたが、最後まで妥協せずに取り組み、納得のいく内容にまとめることができました。  

私のように、大学院に進学したいけれど海外の大学院への進学はハードルが高いと思って

いる方は、海外にいながらも柔軟に学ぶことができる放送大学大学院を検討してみてくださ

い。 



   

 

昨日わからなかったことが、今日わかるということの意味 

 

人間発達科学プログラム 

野﨑 英喜 

 

プロフィール 

 

私は今 65 歳です。地域の小学校で「放課後子供教室」1 の見守りスタッフとして勤務

し、子どもが放課後に集まるサークルでボランティア活動をしています。修士課程を修了

してからも、勉強や研究を続けています。今また、住んでいる市の「生涯学習審議会」と

いう場に、市民枠の委員としてたずさわることになりました。 

みなさん、私の体験記に目を留めていただきありがとうございます。私はみなさんに、私

が修士課程の２年間を通じて得たことの中から、三つのことをお伝えしたいと思います。修

士課程で研究し、論文を完成させることにより、そしてそのプロセスを通じて、自分にとっ

てかけがえのない新たな何かを得ることができるのだということに気づきました。では、そ

の三つについてお話します。 

 

その１ ものの見方が変わる ≪人生が変わる≫ 

 

私の研究領域は、「放課後子供教室」や「放課後児童クラブ」2 など小学生の放課後の居

場所についてです。さて、ここで問いです。放課後の居場所は学校の延長なのでしょうか、

家庭の代わりなのでしょうか。それとも、学校でも家庭でもない、第三の場所なのでしょう

か。 

アメリカの社会学者レイ・オルデンバーグ 3 は、カフェ・美

容室・図書館などを、サードプレイス（third place） とし、そ

れを The Great Good Place と位置づけ研究しました。 

 オルデンバーグは、サードプレイスについて、家庭でも仕事

場でもなく、目立たない、誰でも使いやすい、皆平等で居られ

る居心地の良い場所と定義し、友だち集団を得、日々の活力を



   

 

生む効果があることを実証しました。 

一方、放課後の子どもの居場所の実際をみると、オルデンバーグが定義したことが、ほと

んど全ての事柄で符合しています。また、学校の教師や保護者に対するアンケート調査は、

多くの教師や保護者が、放課後の居場所が家庭や学校と同じではないとの認識を持っている

実情を浮き彫りにしています。少し乱暴ですが、これで 「放課後の居場所がサードプレイス

である」という認識が正解であることを理解いただけたと思います。 

 そうなると、放課後の居場所は、学校や家庭とはちがう独自性あった方が良いのではない

か、スタッフは「先生」ではなく別の呼び名の方が良いではないか。こんなことが導き出さ

れます。ものの見方が変わるといったのは、このことです。そしてこれは、次の研究課題に

もつながっていきます。 

学問や研究とは、このようなプロセスを通じて仮説を立証していくこと、そしてそれを繰

り返していくことだということが、最近ようやく腑に落ちるようになってきました。 

 

その 2 人のつながりが増える  ≪世界が広がる≫ 

 

放送大学は、放送授業による単位取得がウエイトとしては大きいですが、対面や WEB に

よるゼミ、さらにはゼミ合宿など学習や研究の機会は多様です。そしてその折々に、学生と

先生方、あるいは学生同士で、互いに知己を得、深めることが可能です。研究テーマはそれ

ぞれ別ですが、研究という共通のプロセスを進む中での出会いは、それ以外のどれとも違う

新鮮でかけがえのない出会いとなります。 

私達のゼミでは、9 月にゼミ合宿を行い、学生、OB・OG、指導陣が、WEB 参加を含め

あわせて２０名、新潟県の長岡に集合しました。私も、片道 570 キロを運転し参加しまし

た。ゼミの場での指導・議論は当然辛辣ですが、県内を移動するとき、私たち同期３人で乗

った車の中では、研究のこと、家族のこと、仕事のこと、互いに素のままに話しました。私

たちは、同じ道を進んでいることを実感し合いました。 

 

その３ 学生生活を楽しむ  ≪心が豊か和やかになる≫ 

 

「ああ、学生の頃は良かった」という言葉を耳にすることがあります。私も同感です。そ



   

 

うです、学生になれば良いのです。そして番外も含め、学生生活を楽しみましょう。 

大阪梅田の串かつ屋のカウンター席でのことです。隣りに若者が座りました。とりとめの

ない会話の中で「仕事は何をしてはるんですか？」と聞かれたので、「学生や」と応えまし

た。 「えっ、何の？」と続けて聞かれたので、 「M2 や。教育学の領域で勉強・研究をしてい

る」と。その学生は理工系の M1 でした。『何でこのオッサンが』と不思議そうな顔をしな

がら、分野の違う私の研究領域についての話、修士論文を書き

進めていくことの苦心についての話、彼は次々と質問し、私は

話しました。 

また、京都のラーメン屋では、店内に学生に煮玉子トッピン

グサービスと貼ってあったので、私は迷わず学生証を出し、煮

玉子を頂きました。その美味しかったこと。 

 

さあ、みなさん 

放送大学は、英語で The Open University of Japan と表記するのをご存知ですね。放送大

学はその名のとおり開かれた大学です。さまざまな年代の、さまざまなバックグラウンドを

持つ学生が、共に学び研究する場です。昨日わからなかったことが今日わかることの意味す

るところをご理解いただけたでしょうか。門は開かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 2007 年から実施されている、文部科学省が主管する放課後児童のための予算事業。 

2 厚生労働省が主管する法定事業。学童保育という呼び名で広く知られている。 

3 Ray Oldenburg (1932 – 2022) アメリカの都市社会学者。市民社会を機能させるインフォーマルな集い

の場の価値と重要性を説いたことで知られる。主著『サードプレイス』みすず書房,2013,忠平美幸訳 


	1.タイトル加筆掲載確認（案）人間発達科学プログラム金築 朋子様体験談
	2.0515中川祥治_修士全科生としての体験談（中川祥治）
	3.0527樺島敬子_体験談（人間発達科学プログラム　樺島）_0527修正
	4.0529野崎英喜_体験記：野﨑

